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精
一
杯
生
き
る
こ
と
に
人
生
の
価
値
を
見

い
だ
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た

だ
し
、
そ
の
生
き
方
に
は
条
件
が
つ
き
ま

す
。
そ
れ
は
桜
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

誰
に
も
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う
一
点
で

す
。

　

庭
の
桜
を
仰
ぎ
、
良
寛
の
句
を
反
芻
し
、

長
岡
と
日
本
の
行
く
末
を
案
じ
つ
つ
、
ひ

と
り
「
今
、
い
か
に
咲
く
か
？
」
を
熟
慮

す
る
姿
に
、
孤
高
の
尊
さ
と
寂
寞
た
る
哀

し
み
が
偲
ば
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

今
、い
か
に
咲
く
か
？

�

榮
凉
寺
住
職　

齊
　
藤
　
隆
　
信

い
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
咲
い
た
桜
は
い

つ
か
必
ず
散
っ
て
し
ま
う
（
生
ま
れ
た
者

は
必
ず
命
が
尽
き
る
）
と
い
う
仏
教
の
無

常
観
で
す
。
そ
し
て
、
鑑
賞
者
は
詠
ま
れ

て
い
な
い
後
の
句
を
想
像
し
て
楽
し
む
の

で
す
か
ら
、
私
は
「
だ
か
ら
こ
そ
、
今
を

精
一
杯
に
咲
く
だ
け
で
す
」
と
受
け
と
め

て
い
ま
す
。

　

桜
は
な
ぜ
咲
い
て
散
っ
て
し
ま
う
の

か
？
仏
教
で
は
答
え
の
出
せ
な
い
問
い
を

考
え
続
け
る
ほ
ど
人
生
は
長
く
な
い
と
説

き
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
「
今
、
い
か
に
咲

く
か
？
」
が
喫
緊
の
問
い
な
の
で
す
。
自

分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
と
確
信
で
き
た

こ
と
に
命
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
、
こ
れ

こ
そ
仏
教
的
な
生
き
方
で
す
。
河
井
は
義

に
向
か
い
義
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
今
を

　

当
山
住
職
に
晋
董
し
て
か
ら
、「
住
職

は
河
井
継
之
助
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
？
」
と
檀
家
様
に
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
存
知
の
通
り
、
長
岡
で
は

河
井
に
対
す
る
評
価
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
は
檀
家
の
方
々
に
お
い
て
も
同

じ
こ
と
で
す
。
へ
た
に
返
答
す
る
と

「
は
ぁ
？
」
と
な
り
ま
す
。「
長
岡
を
守
ろ

う
と
し
ま
し
た
ね
」
も
「
長
岡
を
焦
土
に

し
ま
し
た
ね
」
も
、
静
謐
な
客
間
が
開
戦

の
場
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
檀
信
徒
の
中

に
東
西
両
軍
が
お
ら
れ
る
の
で
、
武
装
中

立
を
維
持
す
る
こ
と
も
榮
凉
寺
住
職
の
つ

と
め
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
仏
教
の
人
生
観
か
ら
返
答
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
河
井
は
仏
教
的
に

生
き
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

継
之
助
の
諱
は
秋
義
で
す
。
義
は
人
と

し
て
守
る
べ
き
正
し
い
道
理
で
す
。
日
本

語
の
こ
と
わ
ざ
に
「
名
は
体
を
表
す
」
と

あ
り
ま
す
。
名
前
・
名
称
が
そ
の
本
質
・

実
態
・
姿
を
表
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で

す
。
ま
た
英
語
のnam
e

の
語
源
は
、
仏

教
経
典
に
使
わ
れ
て
い
た
古
代
イ
ン
ド
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のnām

an

、
ま
た

は
そ
の
俗
語
で
あ
る
パ
ー
リ
語
のnām

a
で
す
。
こ
れ
ら
は
「
○
○
に
向
か
っ
て
い

く
」「
○
○
を
依
り
ど
こ
ろ
に
す
る
」
と

い
う
意
味
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
人
は
生
ま
れ
た
と
き
に
付
け

ら
れ
た
名
前
に
向
か
っ
て
歩
き
は
じ
め
、

名
前
を
依
り
ど
こ
ろ
に
し
て
自
分
の
生
き

る
意
味
を
見
い
だ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
従
え
ば
河
井
は
義
に
向
か
っ
て
歩

み
、
義
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
る
こ

と
に
人
生
の
意
味
を
認
め
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
当
時
の
住
職
が
義
を
残
し

た
戒
名
「
忠
良
院
殿
賢
道
義
了
居
士
」
を

授
与
し
た
の
も
、
そ
の
評
価
の
あ
ら
わ
れ

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
は
良
寛
の
漢
詩
・
歌
・
句
を

好
み
ま
す
。「
散
る
桜　

残
る
桜
も　

散

る
桜
」
と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
。
早
い
遅

齊
藤
隆
信
（
さ
い
と
う�

り
ゅ
う
し
ん
）

昭
和
四
一
年
長
岡
市
生
ま
れ

平
成
二
八
年
七
月
よ
り
榮
凉
寺
住
職

佛
教
大
学
教
授
・
博
士（
文
学
）

荒木貞夫陸軍大臣（昭和9年頃）

①　会報　峠／今、いかに咲くか？



只
見
で
亡
く
な
っ
た
長
岡
藩
士
の
墓

新
た
に
判
明
！

●
石
垣
龍
三
郎
の
墓

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
戊
辰
戦
争
で
、

長
岡
藩
士
と
そ
の
家
族
九
名
が
、
只
見
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。現
在
、名
前
が
わ
か
っ

て
い
る
の
は
、
河
井
継
之
助
と
石
垣
龍
三

郎
で
あ
る
。
石
垣
龍
三
郎
は
、
大
黒
の
戦

い
で
負
傷
し
、
只
見
で
亡
く
な
っ
た
。
享

年
十
三
歳
。
十
三
歳
と
い
う
こ
と
は
お
そ

ら
く
元
服
前
で
あ
り
、
満
年
齢
で
は
十
二

歳
で
あ
る
。
今
な
ら
小
学
校
六
年
生
、
身

体
も
未
熟
で
戦
場
で
は
足
で
ま
と
い
に
な

る
た
め
、
兵
士
と
し
て
戦
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
戦
い
に
巻
き
込
ま

れ
、
負
傷
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
石
垣
龍
三
郎
の
墓
は
、
只
見
新
屋
敷

に
あ
る
。
墓
は
長
岡
方
面
を
向
い
て
建
て

ら
れ
て
い
る
。

●
花
輪
秀
八
・

　
名
児
耶
林
之
丞
の
墓

　

河
井
継
之
助
、
石
垣
龍
三
郎
の
他
に
、

只
見
で
亡
く
な
っ
た
三
名
の
長
岡
藩
士
の

名
前
が
、
高
野
貞
吉
が
著
し
た
「
戊
辰
戦

争
ノ
記
」
に
載
っ
て
い
る
。
三
人
の
長
岡

藩
士
と
は
、
市
野
又
十
郎
、
花
輪
秀
八
、

名な

児ご

耶や

林り
ん

之の

丞じ
ょ
うで
あ
る
。

　

長
岡
藩
の
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
書
か
れ

た
最
初
の
本
は
、明
治
五
年
（
一
八
七
三
）

の
「
戊
辰
戦
記
」
で
あ
る
。
旧
藩
士
が
、

明
治
政
府
の
要
請
で
、
ま
と
め
た
報
告
書

で
あ
る
。
以
後
、
旧
藩
士
の
間
で
、
写
し

取
ら
れ
、
加
筆
さ
れ
て
、
明
治
二
十
三
年

長
岡
藩
士
戦
没
者
二
十
三
回
忌
に
「
長
岡

藩
戊
辰
戦
争
日
記
」
と
し
て
完
成
し
た
。

高
野
貞
吉
の
「
戊
辰
戦
争
ノ
記
」
は
こ
の

「
長
岡
藩
戊
辰
戦
争
日
記
」
を
写
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、

高
野
貞
吉
の
「
戊
辰
戦
争
ノ
記
」
は
、
誰

が
、
ど
こ
で
戦
死
し
た
か
、
傷
を
負
っ
た

か
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
点
が
特
筆
で

き
る
。
こ
れ
は
「
戊
辰
戦
記
」
に
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
高
野
貞
吉
が
遺
族
や
生

き
残
っ
た
旧
長
岡
藩
士
に
聞
き
書
き
し
、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
高
野
貞
吉
は
、

一
時
、
柏
崎
県
庁
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
ま
じ
め
で
、
几
帳
面
な
性
格
の
高

野
貞
吉
が
、
詳
細
に
調
べ
、
長
岡
藩
士
の

戦
史
の
修
正
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

「
戊
辰
戦
争
ノ
記
」
は
信
ぴ
ょ
う
性
が
高

い
史
料
で
あ
る
。
な
お
、
高
野
貞
吉
は
後

の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
の
実

父
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
置
き
た
い
。

　

市
野
又
十
郎
が
福
井（
長
岡
市
福
井
町
）

の
戦
い
で
重
傷
を
負
い
、
只
見
で
亡
く

な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、

数
年
前
に
、
市
野
又
十
郎
の
子
孫
の
方
が
、

只
見
町
河
井
継
之
助
記
念
館
に
来
館
さ
れ
、

市
野
又
十
郎
が
負
傷
し
、
只
見
で
亡
く

な
っ
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
、
遺
族
が
遺

骨
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
話
を
伺
っ
た
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

昨
年
、
旧
只
見
村
の
氏

神
で
あ
る
瀧
神
社
の
話

を
聞
く
た
め
に
、
赤
塚
公

生
さ
ん
を
訪
ね
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
赤
塚
家
は
只

見
の
瀧
神
社
の
宮
司
を

代
々
務
め
て
き
た
家
で

あ
る
。
そ
の
時
、
公
生
さ

ん
か
ら
、
赤
塚
家
の
墓
所

に
長
岡
藩
士
の
墓
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

非
常
に
驚
い
た
。
ま
っ
た

く
の
初
耳
だ
っ
た
。
赤
塚

家
の
墓
所
は
共
同
墓
地

で
な
く
、
林
の
中
に
赤
塚

家
代
々
の
墓
の
み
が

建
っ
て
い
る
た
め
、
長
岡

赤塚家にある長岡藩士の墓（私有地のため無断見学不可）

石垣龍三郎の墓（只見公民館向かい）

会報　峠／新たに判明！只見で亡くなった長岡藩士の墓　②



只
見
で
亡
く
な
っ
た
長
岡
藩
士
の
墓

新
た
に
判
明
！

藩
士
の
墓
は
こ
れ
ま
で
人
目
に
触
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
訪
ね
て
み
る

と
、
赤
塚
家
の
墓
地
の
奥
に
、
二
基
の
苔

む
し
た
墓
が
あ
っ
た
。
通
常
、
墓
は
亡
く

な
っ
て
か
ら
、
数
年
経
て
か
ら
、
建
て
る

も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
市
野

又
十
郎
の
遺
骨
は
、
戦
後
、
遺
族
が
持
ち

帰
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
市
野

又
十
郎
の
墓
は
建
て
る
必
要
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
赤
塚
家

の
墓
地
に
あ
る
二
基
の
墓
は
、
花
輪
秀
八
、

名
児
耶
林
之
丞
の
墓
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

　

長
岡
藩
士
も
戊
辰
戦

争
後
、
会
津
藩
同
様
、

想
像
を
絶
す
る
過
酷
な

生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

明
治
に
な
っ
て
、
花
輪

秀
八
、
名
児
耶
林
之
丞

の
遺
族
も
い
つ
か
遺
骨

を
長
岡
に
持
ち
帰
り
た

い
と
い
う
願
い
を
も
っ

て
い
た
が
、
生
活
に
窮

し
て
離
散
し
た
か
、
代

を
重
ね
る
う
ち
に
忘
れ

去
ら
れ
て
い
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
市
野
又

十
郎
、
花
輪
秀
八
、
名

児
耶
林
之
丞
は
、
北
越

の
戦
い
で
、
負
傷
し
、

只
見
に
や
っ
て
き
て
、
失
意
の
う
ち
に
亡

く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
調
査

で
、
只
見
で
亡
く
な
っ
た
長
岡
藩
士
で
名

前
が
わ
か
っ
た
の
が
河
井
継
之
助
、
石
垣

龍
三
郎
、
市
野
又
十
郎
、
花
輪
秀
八
、
名

児
耶
林
之
丞
の
五
名
で
あ
る
。

　

長
岡
城
落
城
後
、
多
く
の
長
岡
藩
士
と

そ
の
家
族
が
、
只
見
に
や
っ
て
き
た
。
そ

の
数
一
万
数
千
人
、
戸
数
三
十
戸
の
楢
戸

村
に
五
百
八
人
が
泊
ま
っ
た
と
い
う
記
録

が
あ
る
。
楢
戸
村
の
名
主
の
記
録
に
は
、

二
名
が
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
只

見
村
の
あ
る
家
で
は
将
来
を
悲
観
し
た
長

岡
の
侍
二
人
が
自
刃
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
四
名
の
名
前
は
未
だ
判
明
し

て
い
な
い
。
彼
ら
の
氏
名
を
調
査
し
、
解

明
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

戊
辰
戦
争
か
ら
一
五
六
年
、
若
く
し
て

散
っ
た
長
岡
藩
士
の
無
念
に
思
い
を
は
せ
、

花
輪
秀
八
、
名
児
耶
林
之
丞
だ
と
思
わ
れ

る
藩
士
の
菩
提
を
弔
い
、
只
見
町
戊
辰
戦

争
の
史
跡
と
し
て
、
長
岡
藩
士
の
墓
を
守

り
、
今
後
と
も
永
く
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。

●
松
原
金
三
郎
の
墓

　

只
見
保
育
園
の
裏
の
墓
地
に
長
岡
藩
士

松
原
金
三
郎
と
刻
ま
れ
た
墓
が
あ
る
。
小

さ
な
墓
に
は
長
岡
士
族
松
原
金
三
郎
大
正

九
年
四
月
二
十
二
日
七
十
八
歳
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
長
岡
中
央
図
書
館
で
調
べ
た
と

こ
ろ
、
松
原
曽
部
次
と
い
う
人
物
を
見
つ

け
た
。
肩
書
き
は
従
卒
小
隊
司
令
官
と

あ
っ
た
。
小
隊
司
令
官
と
い
う
肩
書
き
か

ら
中
級
ク
ラ
ス
の
武
士
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
松
原
金
三
郎
と
松
原
曽
部
次
は
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
根

拠
は
松
原
姓
の
長
岡
藩
士
が
一
名
し
か
い

な
い
こ
と
、
も
う
一
つ
は
松
原
金
三
郎
は

曽
部
次
が
正
式
な
名
前
で
あ
り
、
金
三
郎

は
松
原
家
代
々
の
通
称
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

松
原
曽
部
次
も
普
段
は
金
三
郎
と
称
し

て
い
た
。
只
見
で
亡
く
な
っ
た
時
も
墓
に

「
松
原
金
三
郎
」
と
通
称
名
が
刻
ま
れ
た
。

松
原
金
三
郎
は
長
岡
城
落
城
後
、
只
見
に

逃
れ
て
き
た
。
そ
の
後
他
の
長
岡
藩
士
と

そ
の
家
族
は
会
津
若
松
に
移
っ
た
。
理
由

は
不
明
だ
が
、
松
原
金
三
郎
は
只
見
に
残

り
、
大
正
九
年
に
七
十
八
歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。

　

松
原
金
三
郎
が
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た

か
、
古
老
に
聞
い
て
も
知
る
人
が
い
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。

目
黒 

信
（
め
ぐ
ろ�

ま
こ
と
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一
九
四
九
年
只
見
町
生
ま
れ
、
河
井
継
之
助
記
念
館
友

の
会
会
員
、
只
見
町
河
井
継
之
助
記
念
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
元
東
京
都
公
立
中
学
校
教
員

花輪・名児耶・松原の墓（国土地理院地図をもとに作成）

松原金三郎の墓

③　会報　峠／新たに判明！只見で亡くなった長岡藩士の墓



館
長
が
行
く
勝
楽
寺
と
少
山

河
井
継
之
助
が
小
山
良
運
に
宛
て
た
書
状

　

小
山
良
運
は
、
長
岡
藩
医
江
戸
小
山
家

の
小
山
良
為
（
針
医
）
の
四
男
と
し
て
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
長
岡
に
生
ま

れ
た
。
通
称
善
之
、
字
は
良
長
、
ま
た
は

小
天
と
も
号
し
た
。
長
じ
て
後
、
禄

一
六
〇
石
・
一
五
人
扶
持
の
長
岡
藩
医
と

な
っ
た
。
初
め
江
戸
に
学
び
、
そ
の
後
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
夏
、
緒
方
洪
庵
の

適
塾
に
入
門
し
た
。（
門
人
録
二
二
六
番
）。

当
時
適
塾
に
は
、
薩
州
の
松
木
弘
庵
（
後

の
寺
島
睦
則
）、
長
州
の
村
田
良
安
（
後

の
大
村
益
次
郎
）、
肥
後
の
佐
野
常
民
な

ど
が
学
ん
で
い
た
。
医
学
だ
け
で
な
く
当

時
の
新
知
識
に
触
れ
得
る
場
所
で
あ
り
、

物
理
・
兵
学
・
法
制
や
経
済
、
西
洋
事
情
、

諸
藩
の
動
向
を
も
学
ん
だ
。
後
長
崎
に
赴

き
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、

九
州
・
四
国
の
各
藩
を
遊
歴
し
て
名
士
と

交
わ
り
知
見
を
広
め
た
。
彼
が
持
ち
帰
っ

た
蘭
書
の
数
々
は
、
河
井
継
之
助
を
は
じ

め
と
す
る
長
岡
藩
士
の
動
向
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
良
運
は
病

気
が
ち
で
あ
ま
り
表
面
に
で
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
そ
の
学
問
や
見
識
は
時
流
を

抜
い
て
お
り
、
負
け
ず
嫌
い
の
継
之
助
が

自
身
は
「
継
さ
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
良

運
に
対
し
て
「
良
運
さ
ん
」
と
兄
事
し
て

い
た
と
い
う
。
良
運
の
長
男
で
日
本
に
近

代
洋
画
の
あ
け
ぼ
の
を
も
た
ら
し
た
小
山

正
太
郎
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
良
運

は
継
之
助
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

藩
政
改
革
や
刀
剣
や
詩
文
な
ど
の
趣
味
に

至
る
ま
で
同
じ
で
あ
り
、
禄
高
改
正
な
ど

の
藩
政
改
革
や
徳
川
政
権
の
消
長
に
つ
い

て
し
ば
し
ば
論
を
交
わ
し
た
。
二
人
の
間

柄
は
極
め
て
親
密
で
あ
り
、
良
運
は
継
之

助
が
し
ば
ら
く
姿
を
見
せ
な
い
と
継
之
助

さ
ん
は
ど
う
し
て
お
い
で
が
な
い
の
か
と

不
思
議
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
継
之
助
は

公
私
に
わ
た
っ
て
相
談
を
も
ち
か
け
て
い

た
。

　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
特
別
展
示
で
は
、

継
之
助
が
小
山
良
運
に
宛
て
た
書
状
を
展

示
す
る
。
当
館
が
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
十
二
月
二
十
七
日
の
開
館

に
際
し
て
、
地
元
北
越
銀
行
か
ら
継
之
助

の
書
状
三
十
八
通
の
寄
贈
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
現
在
そ
の
う
ち
の
一
通
を
展
示

中
で
あ
る
。
今
回
は
令
和
八
年

（
二
〇
二
六
）
に
迎
え
る
当
館
開
館
二
十

周
年
に
向
け
て
初
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
継
之
助
の
体
調
（
安
眠
、
便
秘
、

腫
物
、
下
痢
等
）
を
細
々
と
報
告
し
た
り
、

私
生
活
上
の
悩
み
を
打
ち
明
け
た
り
す
る

等
の
姿
や
当
時
の
長
岡
の
暮
ら
し
の
一
端

が
見
え
て
く
る
。
幕
末
を
駆
け
抜
け
た
風

雲
児
は
、
戊
辰
戦
争
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
日
常
の
人
柄
が
わ

か
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

特
別
展
示
を
機
会
に
人
間
河
井
継
之
助

の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

�

（
中
田
）

�

参
考　
『
ふ
る
さ
と
長
岡
の
人
び
と
』 当館展示中の書状

会報　峠／河井継之助が小山良運に宛てた書状　④　



館
長
が
行
く
勝
楽
寺
と
少
山

　
「
余
乃
ち
馳
せ
て
新
潟
に
赴
き
、
ス
ネ

ル
氏
舘
す
る
所
の
寺
院
に
至
る
。」
こ
れ

は
、
鬼
頭
平
四
郎
（
以
下
、「
少
山
」）
の

『
少
山
自
叙
伝
』
の
く
だ
り
で
あ
る
。
少

山
は
長
岡
藩
校
崇
徳
館
の
教
授
で
督
学

（
教
頭
）
を
兼
ね
た
。
妻
永
井
寿
と
の
間

に
六
男
一
女
あ
り
。
悌
二
郎
は
外
交
官
、

福
島
甲
子
三
は
宝
田
石
油
会
社
専
務
、
玉

淑
は
「
青
島
新
報
」
社
長
、
増
は
女
子
師

範
学
校
を
卒
え
、
石
川
氏
に
嫁
す
、
弟
に

八
丁
沖
渡
河
作
戦
の
先
導
を
務
め
た
熊
次

郎
が
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
寺
院
と
少
山

が
な
ぜ
新
潟
に
来
た
の
か
当
時
の
状
況
を

探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
寺
院
と

は
勝
楽
寺
で
あ
る
。
新
潟
駅
か
ら
萬
代
橋

を
渡
り
柾
谷
小
路
を
進
む
。
江
戸
時
代
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
と
旧
三
越
デ
パ
ー
ト
に
か
け
て

新
潟
奉
行
所
が

あ
っ
た
。
交
差
点
を

右
折
し
イ
タ
リ
ア

軒
の
先
に
西
堀
通

八
番
町
勝
楽
寺
前

バ
ス
停
が
あ
る
。
門

か
ら
本
堂
ま
で

五
十
メ
ー
ト
ル
程

で
あ
る
。
エ
ド
ワ
ル

ド
・
ス
ネ
ル
の
こ
と

や
明
治
二
年
か
ら

英
国
領
事
館
だ
っ

た
解
説
が
あ
る
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
十
九
日

に
長
岡
城
が
落
城
し
、
総
督
河
井
継
之
助

が
加
茂
に
入
り
皆
川
方
を
本
営
に
し
た
の

が
二
十
一
日
。
少
山
が
は
じ
め
藩
の
重
役

か
ら
命
じ
ら
れ
た
の
は
水
原
に
あ
る
会
津

の
陣
屋
に
行
き
弾
薬
を
調
達
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
こ
の
頃
長
岡
藩
一
日
の
弾
薬
消

費
量
は
十
万
発
。
そ
の
補
給
は
大
変
だ
っ

た
。
早
籠
で
頼
み
に
行
く
途
中
に
弟
熊
次

郎
に
会
っ
て
い
る
。
弾
薬
欠
乏
は
会
津
藩

も
同
様
だ
っ
た
。
会
津
藩
士
は
「
異
人
ス

ネ
ル
の
船
が
新
潟
に
来
て
い
る
。
彼
は
貴

藩
の
河
井
重
役
と
親
し
き
者
の
由
、
新
潟

に
行
っ
て
彼
に
相
談
す
れ
ば
入
手
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
。
少
山
は
独

断
で
、
す
ぐ
新
潟
へ
飛
ん
だ
。

　

ス
ネ
ル
の
商
館
は
、
横
浜
開
港
資
料
館

に
近
い
山
下
居
留
地
四
十
四
番
地
（
現
マ

ン
シ
ョ
ン
）
に
あ
っ
た
。
横
浜
で
継
之
助

と
親
交
を
結
ん
で
い
た
ス
ネ
ル
は
、
五
月

六
日
に
横
浜
を
出
港
し
た
。
米
沢
藩
の
た

め
、
小
銃
を
粟
島
に
陸
揚
げ
し
た
後
、
新

潟
に
着
い
た
の
は
十
二
日
だ
。
十
七
日
か

ら
勝
楽
寺
を
宿
舎
と
し
陸
上
げ
し
た
荷
物

は
本
堂
に
置
い
て
、
商
売
を
始
め
て
い
る
。

　

勝
楽
寺
に
は
東
北
諸
藩
が
武
器
を
求
め

て
殺
到
し
た
。
少
山
は
「
長
岡
藩
河
井
継

之
助
の
使
者
で
あ
る
。」
と
叫
ぶ
と
、
数

十
人
が
列
を
作
り
戸
外
で
順
番
を
待
っ
て

い
た
が
、
ス
ネ
ル
は
扉
を
開
け
て
中
に
呼

び
入
れ
直
ち
に
面
識
も
な
く
無
一
文
の
少

山
の
申
し
出
に
応
じ
た
。
大
砲
火
薬
三
千

斤
、
元
込
め
銃
四
十
一
丁
、
そ
れ
に
相
応

す
る
弾
丸
を
手
に
入
れ
た
。
少
山
は
す
ぐ

包
装
し
船
便
で
加
茂
に
送
っ
た
。
加
茂
に

戻
る
と
、
少
山
は
、
専
断
で
事
を
処
理
し

た
こ
と
を
詫
び
た
。
継
之
助
は
非
常
時
の

対
応
を
誉
め
た
。
明
日
代
金
を
届
け
さ
ら

に
注
文
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
少
山
は

ス
ネ
ル
の
器
量
の
大
き
さ
に
驚
き
評
価
し

た
。
継
之
助
は
、
そ
れ
が
長
所
だ
が
、
狡

猾
で
も
あ
り
過
信
し
て
は
な
ら
な
い
と
も

言
っ
て
い
る
。
少
山
は
後
に
官
軍
が
新
潟

に
入
り
ス
ネ
ル
を
捕
え
、
彼
が
万
国
公
法

に
違
反
し
て
新
潟
で
武
器
を
売
っ
て
い
る

罪
を
問
わ
れ
た
こ
と
は
、
継
之
助
の
こ
と

ば
を
証
明
し
て
も
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

藩
校
崇
徳
館
の
蔵
書
印
が
あ
る
『
万
国
公

法
』
は
長
岡
市
立
阪
之
上
小
学
校
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
継
之
助
も
少
山
も
崇
徳

館
で『
万
国
公
法
』を
読
め
る
環
境
に
あ
っ

た
。

　

少
山
は
七
月
末
ま
で
ほ
と
ん
ど
五
十
日

間
、
加
茂
と
新
潟
を
往
復
し
て
ス
ネ
ル
と

七
千
両
の
取
引
を
続
け
た
が
、「
一
度
も

彼
に
売
弄
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と

い
う
。
加
茂
で
熊
次
郎
と
会
っ
た
際
少
山

は
米
粉
の
蒸
し
も
ち
を
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
の
時
が
永
訣
と
な
っ
た
。�

（
中
田
）

新潟市西堀通八番町にある勝楽寺の参道

長岡市立阪之上小学校に所蔵される国際法解説書『万国公法』

イギリス領事館跡や
スネルの記述がある

⑤　会報　峠／館長が行く



上段左から：古屋ガイドボランティア・川上幹事・清
水幹事

中段左から：本村幹事・山田幹事・小林ガイドボラン
ティア・高橋会計監査・恩田副会長・中野ガイドボ
ランティア・廣井幹事・永井ガイドボランティア・
南波ガイドボランティア

下段左から：渡辺副会長・牧野美和子様・牧野忠昌顧
問・渡辺薫様・渡辺れい様・高野観光交流部長・星
会長・下田相談役・中田館長

　

十
二
月
一
日
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
於
い
て
、
作
家
・
歴
史
家
の
渡
辺
れ
い

氏
を
お
迎
え
し
、
開
館
十
八
周
年
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
幕
末
四
藩
の
苦
悩
、
継
之
助

の
決
断
」
で
す
。

　

二
百
五
十
余
名
の
聴
講
者
の
皆
さ
ん
は

大
変
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
小
林
）

牧
野
家
十
七
代
目
当
主

�

牧�

野�

忠�

昌

　

渡
辺
れ
い
氏
の
小
説
『
最
後
の
決
断
（
戊

辰
戦
争
越
後
四
藩
の
苦
悩
）』
は
、
出
版
さ
れ

た
時
に
購
入
し
拝
読
し
た
。
こ
の
度
の
著
者

直
接
の
講
演
は
柔
ら
か
な
口
調
で
大
変
興
味

深
く
拝
聴
で
き
た
。
以
前
か
ら
疑
問
に
思
っ
て

い
た
著
者
の
名
前
「
れ
い
」
は
母
上
の
名
前
か

ら
と
っ
た
と
仰
っ
て
い
た
こ
と
で
、
優
し
い
お

心
を
お
持
ち
の
方
だ
と
思
っ
た
。
京
都
で
学
生

生
活
を
過
ご
さ
れ
た
と
伺
い
、
私
達
夫
婦
が

京
都
育
ち
で
あ
り
大
変
親
近
感
を
覚
え
た
。

河
井
継
之
助
記
念
館
友
の
会
会
長

�

　
星�
　�

　�

貴

　

越
後
の
他
藩
が
幕
末
期
に
於
い
て
ど
の
よ

う
に
苦
悩
し
決
断
を
迫
ら
れ
て
い
た
の
か
を

学
ぶ
良
い
機
会
を
得
た
気
が
し
ま
す
。
特
に

こ
れ
ま
で
裏
切
り
者
扱
い
さ
れ
て
き
た
新
発

田
藩
に
つ
い
て
は
講
演
に
合
わ
せ
た
様
に
公

開
さ
れ
た
映
画
「
十
一
人
の
賊
軍
」
で
描
か

れ
て
い
た
新
発
田
藩
の
苦
悩
を
頭
に
浮
か
べ

な
が
ら
興
味
深
く
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

も
っ
と
時
間
が
欲
し
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る

講
演
会
で
し
た
。

河
井
継
之
助
記
念
館
友
の
会
会
員

�

玄�

　�

昶�

日

　

新
発
田
藩
は
同
盟
軍
か
ら
離
脱
す
る
が
、

そ
の
決
断
に
あ
た
っ
て
は
複
雑
な
事
情
と

様
々
な
背
景
が
絡
ん
で
い
た
こ
と
を
知
り
、

講
演
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。
歴
史
か
ら
多

く
を
学
ぼ
う
と
す
れ
ば
、
長
岡
藩
の
み
の

視
点
に
埋
没
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、西
軍
に
つ
い
た
諸
藩
の
掲
げ
た「
勤

王
」
は
、
実
現
す
べ
き
思
想
で
あ
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
生
き
残
り
の
た
め
の
手
段

で
あ
っ
た
の
か
も
問
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。 河

井
継
之
助
記
念
館
友
の
会
会
員

�

池�

田�

鈴�

江

　

今
回
の
講
師
、
渡
辺
れ
い
氏
の
著
書
『
最

後
の
決
断
』
と
『
維
新
の
墓
標
』
を
三
年
前

に
読
了
し
ぜ
ひ
話
を
聞
き
た
い
と
思
い
参
加

し
ま
し
た
。
幕
末
か
ら
明
治
維
新
ま
で
多
く

の
作
家
が
著
書
を
出
し
て
い
る
が
小
藩
で
あ

る
が
故
に
大
藩
に
有
無
を
言
え
ず
従
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
か
？
長
州
の
大
村
益
次
郎

は
越
後
・
会
津
を
断
固
殲
滅
と
打
ち
立
て
た

と
の
事
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
維
新

か
ら
約
百
六
十
年
を
経
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

生
粋
の
越
後
人
と
し
て
未
だ
に
溜
飲
が
下
が

ら
な
い
の
で
す
。

開
館
十
八
周
年
記
念
講
演
会�

令
和
六
年
十
二
月
一
日
開
催
（
於
・
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

幕
末
四
藩
の
苦
悩
、
継
之
助
の
決
断

講
演
会
を
聴
い
て

会報　峠／開館18周年記念講演会　⑥
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河
井
継
之
助
の
百
五
十
七
年
祭
法
要
が
、

新
暦
の
命
日
十
月
一
日
に
あ
わ
せ
て
、
直

近
の
令
和
六
年
十
月
六
日
に
菩
提
寺
の
榮

凉
寺
に
於
い
て
、
友
の
会
の
主
催
で
営
ま

れ
ま
し
た
。

　

祭
壇
に
は
寺
院
が
所
有
す
る
継
之
助
の

肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
、
牧
野
家
十
七
代
当

主
の
牧
野
忠
昌
様
ご
夫
妻
、
河
井
家
八
代

当
主
の
河
井
弘
安
様
と
先
代
の
奥
様
の
惠

美
様
、
只
見
町
長
、
会
津
若
松
市
副
市
長
、

長
岡
市
副
市
長
、
長
岡
藩
士
殉
節
顕
彰
会

ほ
か
、
県
内
外
か
ら
約
五
十
名
が
参
列
し

ま
し
た
。

　

御
住
職
の
入
場
の
後
、
友
の
会
の
星
会

長
に
よ
る
祭
文
の
奏
上
に
始
ま
り
、
読
経

と
続
く
な
か
厳
か
に
参
列
者
の
皆
様
が
焼

香
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
墓

前
に
移
動
し
線
香
を
手
向
け
、
手
を
合
わ

せ
て
継
之
助
を
偲
び
ま
し
た
。

　

法
要
後
は
、今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た「
八

丁
沖
ウ
ォ
ー
ク
」
の
代
わ
り
と
し
て
「
八

丁
沖
の
戦
い
を
偲
ぶ
会
」
と
銘
打
ち
、
北

越
戊
辰
戦
争
伝
承
館
の
見
学
や
史
跡
巡
り
、

河
井
家
を
囲
む
会
（
直
会
と
し
て
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

伝
承
館
に
到
着
す
る
と
、
長
岡
四
斤
山

砲
研
究
会
が
複
製
し
た
四
斤
山
砲
の
実
演

が
行
わ
れ
、
点
火
さ
れ
た
空
包
の
大
音
響

と
砲
口
か
ら
吹
き
昇
っ
た
白
煙
に
驚
き
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

伝
承
館
の
見
学
は
、
北
越
戊
辰
戦
争
伝

承
館
運
営
協
議
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
館
内
の
展
示
と
屋
外
の
史
跡
の
ガ
イ

ド
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
承
館

の
二
階
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
、
眼
下
に
広
が

る
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
広
大
な
水
田
を
見

渡
し
た
り
、
周
辺
の
史
跡
巡
り
を
し
な
が

ら
、
往
時
の
八
丁
沖
渡
河
作
戦
の
決
行
、

長
岡
城
奪
還
戦
に
想
い
を
馳
せ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

　

伝
承
館
の
見
学
後
、
近
く
の
会
場
に
移

動
し
て
河
井
家
を
囲
む
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
様
全
員
か
ら
、
近
況
や

継
之
助
へ
の
想
い
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ

き
、
隣
の
方
々
と
談
笑
し
な
が
ら
和
や
か

な
直
会
と
な
り
ま
し
た
。�

（
酒
井
）

●
来
館
の
き
っ
か
け
は

　
亡
き
父
が
歴
史
小
説
を
集
め
て
い
て
、

そ
の
中
に
『
峠
』
の
初
版
本
が
あ
り
ま
し

た
。
読
ん
で
み
て
幕
末
に
興
味
が
湧
い
た

こ
と
、
夫
の
仕
事
の
関
係
で
魚
沼
に
訪
れ

る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
度
思

い
切
っ
て
長
岡
ま
で
来
ま
し
た
。

●
河
井
継
之
助
記
念
館
を
見
学
し
て

　
コ
ン
パ
ク
ト
で
無
駄
の
な
い
素
晴
ら
し

い
展
示
と
感
じ
ま
し
た
。
継
之
助
の
人
生

が
ス
ト
ー
リ
ー
で
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た

書
状
や
嘆
願
書
な
ど
か
ら
、
継
之
助
の
人

柄
・
生
真
面
目
さ
・
腕
白
で
も
勉
強
に
熱

心
だ
っ
た
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

●
長
岡
に
つ
い
て

　
北
越
戦
争
・
第
二
次
世
界
大
戦
と
二
度

焼
か
れ
た
た
め
歴
史
的
建
造
物
が
少
な
い

の
が
残
念
で
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
歴
史
で

あ
る
、
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
い
っ
た

建
造
物
が
少
な
い
の
か
、
と
い
う
視
点
で

長
岡
を
深
堀
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

稲
垣
直
美
さ
ん（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

令和6年11月27日

河井継之助没後157年祭法要

蒼
龍
の
遺
徳
を
偲
ん
で
…

河
井
継
之
助
没
後
百
五
十
七
年
祭
法
要
・
八
丁
沖
の
戦
い
を
偲
ぶ
会

河井家を囲む会北越戊辰戦争伝承館を見学

四斤山砲の実演

⑦　会報　峠／河井継之助没後157年祭法要・遠方からの客人



編
集
後
記

会報『峠』36号8ページ「総会・講演
会報告」「新入会員ご紹介」文中にて
お名前の表記誤りがありましたので、
訂正してお詫びいたします。

誤…井辺由伸　正…井辺吉伸（総会・講演会報告）
誤…渡辺勇義　正…渡辺勇蔵（新入会員ご紹介）

【訂正とお詫び】

会員の交流や情報交換を通して継之助について学び親しみ、記念館を応援する会です。

●会員数／正会員 500名　協賛 41名　小・中学生 3名　顧問 2名

　　　　　合計 546名（内、令和6年度会費納付済者442名）

●特　典／①入会時に徽章贈呈　②友の会会報「峠」配布

　　　　　③交流研修旅行の案内・参加　④催事案内・参加

●入会手続き／（入会金千円が必要となります）

　①申込書に入会金と会費を添えて、事務局へ持参。

　②申込書を事務局へ送り(郵送、FAX)、入会金と会費は銀行振込

　　または郵便振込で納入。（手数料は本人負担となります)

●会　費／※会計年度は３月31日まで

　・入会金／千円（新規入会時のみ）

　・年会費／①正会員／（ア）小中学生：５百円　（イ）高校生以上：２千円

　　　　　　②協賛会員／一口５千円（法人の他、個人でも可）

●口座について

　・加入者名／河井継之助記念館友の会

・ 口座番号／

河井継之助記念館　友の会について

００５６０‒９‒９６４３２
普１０３２８２９
普１７６４６６３
普３０１１２５６

郵便局
長岡信用金庫本店営業部
第四北越銀行長岡本店営業部
大光銀行本店営業部

●友の会事務局／河井継之助記念館

友の会ホームページアドレス
https://tomonokai.tsuginosuke.net/

※郵便局の場合は払込
用紙が事務局にあり
ますのでご利用くだ
さい。

会員募集
中

　

十
一
月
六
日
、
河
井
継
之
助
記
念
館
か

た
ば
み
講
座
「
司
馬
遼
太
郎
作
『
峠
』
朗

読
を
聞
く
会
」
を
開
催
し
、
友
の
会
会
員

を
含
め
二
十
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
演
前
に
は
特
別
展
示
で
公
開
中
の

「
雨
龍
」
と
「
河
井
継
之
助
の
手
記
」
に

つ
い
て
館
長
が
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

展
示
室
二
階
を
会
場
に
、
朗
読
家
加
藤
博

久
氏
に
よ
る
『
峠
』「
小
千
谷
談
判
」
の

情
感
あ
ふ
れ
る
朗
読
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。�

（
伊
藤
）

▼
十
一
月
二
十
日
、
Ｕ
Ｘ
新
潟
テ
レ
ビ
21
に
て
「
に
い
が
た

漫
遊　

ビ
ビ
る
大
木
の
サ
ム
ラ
イ
見
聞
録
」
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
中
田
館
長
が
河
井
継
之
助
及
び
河
井
継
之
助
記
念
館

の
魅
力
と
意
義
を
存
分
に
発
信
し
ま
し
た
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
の
隣
に
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

し
た
。
館
内
で
販
売
し
て
い
る
書
籍
に
加
え
、『
峠
』
と
河
井

継
之
助
関
連
の
書
籍
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
ビ
デ
オ
室
に
「
長
岡
城
復
元
模
型
（
幕
末
の
こ
ろ
）」
を
設

置
し
ま
し
た
。
河
井
継
之
助
が
活
躍
し
た
当
時
の
長
岡
城
下

を
立
体
的
に
捉
え
る
事
が
出
来
ま
す
。

新入会員�ご紹介 （令和6年8月16日から令和7年1月31日まで）

東 樹 隆 志 新潟県長岡市

竹�村�継之介 長野県駒ケ根市

鈴 木 繁 里 東京都東大和市

矢尾板�達�也 神奈川県横浜市

岩 間 竜 生 東京都国分寺市

倉 澤 知 裕 埼玉県桶川市

渡 邊　 豊 新潟県新潟市

波 多 恵 理 新潟県長岡市

篠�崎�いず美 新潟県長岡市

柏 木 義 雄 新潟県長岡市

本 臼　 忠 新潟県長岡市

八 木 秋 薫 東京都中野区

以上12名（敬称略）

● 

記
念
館
近
況
報
告

　

前
号
か
ら
編
集
作
業
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
、

奇
し
く
も
関
東
在
住
の
大
学
時
代
の
旧

友
か
ら
記
念
館
を
訪
れ
た
と
の
連
絡
が

あ
り
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
号
も
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
ご
満
足
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
や
記
事
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ま
か

ら
の
感
想
や
ご
意
見
は
、
今
後
の
会
報

作
り
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。�

（
棚
橋
）

か
た
ば
み
講
座

か
た
ば
み
講
座

継之助の「真の心」に触れた朗読を聞く会

令和7年3月発行／会報　峠　⑧


